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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

庭園ガイドツアー
は、当面の間、お休
みをいただいており
ます。 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ →検索 

「公園へ行こう！」 
見てね！ 

 

→ 検索 

キラキラきらめく春になれ！ 

 

第１１８号 

今後の情報につ

きましては、随時

ホームページや、

ツイッターでご案

内をいたします 

 

 

小石川後楽園を含む都立９庭園は、
新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため、３月７日(日)まで、臨時休園
をいたします。(集会施設「涵徳亭」のご
予約は電話にて受け付けております。) 
 また、年間パスポートにつきましては、
現在検討中ですので、期間中、有効期
限が過ぎましても、そのままお持ちいただ
きますようお願いいたします。詳細が決
まり次第、ご案内をいたします。 
 みなさまには、ご不便をおかけいたし
ますが、ご理解とご協力をいただきます
ようお願いいたします。 
 

小石川後楽園の「梅こぼれ話」 

 小石川後楽園の園内には、紅梅白梅合わせて約９０本

の梅の木があります。早咲き、中咲き、遅咲きと品種も

まちまちなため、一斉に満開になることはありませんが

梅林全体では、そろそろ見ごろを迎えつつあります。 

 でもでも、休園期間が延長され、残念ながら今シーズ

ンは、一番華やかな梅林をご覧いただくことができなく

なりそうです。そこで今回は、当園の「梅こぼれ話」の

ご紹介です。 

 江戸時代初期、この庭園を完成させたのは水戸徳川家

二代藩主の光圀です。光圀は梅をとても愛したといわれ 

「梅里(ばいり)」の号(文人や画家などが、本名のほかに

用いる名)を持ちました。名君とも呼ばれた光圀を偲ぶよ

うに、その名前が付いた梅もあります。 

 白の早咲き品種で、 

例年、当園の梅林でも 

この「光圀」が咲き出 

すと、梅の季節が始ま 

ります。 

 が、どうしたことで 

しょう？今シーズンは 

少しスロースタートな 

様子、２月になって、 

ようやく花数が増えてきました。 

 この庭の主も、みなさまに会える日を心待ちにしてい

たのかもしれません。 

 少し時代が下って、九代藩主の斉昭も大いに梅を好ん

だといわれます。梅は花が良いばかりか、その実は梅干

しとして保存食になるということで、栽培にも力を注い

だそうです。 

 領民を休息させる場として造った偕楽園(水戸市)には 

斉昭自らが本体を設計し、梅の別名“好文木”からその

名をとった「好文亭」と呼ばれる建物もあります。そん

なところからでしょうか、偕楽園には斉昭の諡号(しご

う・徳の高い人に、死後おくる名前)「烈公(れっこう)」

の名のついた梅も植えられています。 

 偕楽園を造る時、斉昭は当園からも梅の木を運び移植

しました。その古木の子孫が「里帰りの梅」となり、現

在、梅林の「光圀」の前に、木標とともに植えられてい

ます。 

 さて、お次は昨年 12 月にお披露目が終わったばかり

の唐門の彫刻から。 

 《「光圀」:1 月 29 日撮影》 
 

 
 少し距離があり見え難いかもしれませんが、内庭側か

ら見上げていただくと、古木に苔むす様子までも表現さ

れた、鮮やかな色彩の梅の花をご覧いただけます。 

 この彫刻は、富山県井波の彫刻師さんが彫ったもので

真ん丸の蕾が今にも咲き出しそうです。みなさまに、一

日でも早くお楽しみいただけるようにと願う毎日です。 

 

 みなさまにも元気が届きますよう、園内で咲い

ている太陽のかけらのようにピカピカの“フクジュ

ソウ(福寿草)”の写真です。 

 立春も過ぎ、昼間はホッとするくらい暖かい日も

あるようになりました。桜の開花予報も始まり、コ

コロオドル季節です。 

 休園中ですが、ホームページやツイッターなどで

園内の様子をご案内しています。 

 また、庭師たちはソーシャルディスタンスも保ち

つつ、いつ開園しても良いように作業を続けていま

す。この日の作業は“グリ返し”。 

 
 洲浜の景観を美しく保てるよう、石をきれいに

整えます。ここに使われているコロンと丸い石は

「栗石」とも呼ばれ、その“クリ”から“グリ返

し”になったそうです。 

 再開園した時には、ぜひ、大堰川の洲浜にも、

ご注目くださいね。 

 あと少しかな？どうかな？みんなが、一生懸命

に頑張ったご褒美に、キラキラきらめく素敵な春

が来るとイイなと思います。手洗い、うがいなど

など、気をつけてお過ごしください。 


